





















































[A- (∂2/at2)]u,- sinu, (2)
は物理学,数学の色々な分野に現われる非線型方程式でそれはubiquitousequationとみな
すことができる｡ (2)は一次元的 kink解,及び共鳴kink解を持っことは周知の通 りである
が, (2)はまた,





































[A- (∂2/a i2)]u-- sin u
[A- (∂2/a t2)]u- sinh u
[A- (∂2/∂ t2)]u-- sinh u

















































































ソ リ ト ン と カ オ ス
東大物性研 今 田 正 俊
非線型現象についての最近の研究を振 り返ってみると,著 しい進歩をとげてきた二つの分
野がある｡一つはソリトンに関する研究であって,この研究を通 じて明らかにされてきたこ
とは,非線型系の持っ秩序性,整合性,あるいは相関がいつまでも失われないような運動形
態といったような側面であった｡もう一方の潮流というのはカオスについての研究である｡
比較的自由度/の少ない非線型力学系を調べることによって,わかってきたことは,非線型系
が内在的に持っている,無秩序性,不安定性,乱雑さである｡それぞれの場合に対象として
いる系やモデルが異なっているとはいえ,二つの独立 した研究の流れは,おそらく,非線型
という一つの出発点から帰結する全 く対照的な性格を明らかにしてきている｡
カオスの研究では,系を自由度の少ない場合に帰着させ,簡単な力学系の問題 として扱 う
ことが多い｡もしも調べようとする物理量が空間座標に依存 していたりして,自由度が大変
多いかあるいは無限大であるような場合は,例えば空間変化が′卜さい等の近似がしばしば用
いられる｡しかしながら,自由度の多い多体系においては,欠陥や渦のような空間構造が本
質的な役割を果たすことは多い｡実際,乱流状態-の転移にともなって,空間変化の激 しい
状態が生ずることがあるのはよく知られている｡ここで私が考察する問題は,自由度の少な
い系に帰着すると見落としてしまいかねない形でのカオスの発生,すなわち,空間構造によ
って引き起こされるカオスの問題である｡ソリトンを持つ完全可積分系として知られる一次
元系に,摂動を加えることにより,カオス的なふるまいがどのように生まれてくるかを考え
てみよう｡
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